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議…

長…

就…

任…

挨…

拶

　

こ
の
た
び
、
令
和
５
年
５
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
篠
栗
町
議

会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

篠
栗
町
民
の
皆
様
を
乗
せ
た
列
車
を
運
ぶ
２
本
の
レ
ー
ル
の
一
方

が
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
、
も
う
１
本
が
議
会
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
列
車
が
脱
線
し
な
い
よ
う
に
正
確
な
距
離
を
保
ち
な
が

ら
、
住
民
の
皆
様
を
よ
り
よ
い
方
向
へ
導
く
議
会
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
最
終
意
思
決
定
、
執
行
部
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
関
、

議
員
発
議
に
よ
る
条
例
の
制
定
が
議
会
の
三
つ
の
使
命
で
す
が
、
こ

の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
町
の
最
終
意
思
決
定
で
す
。
町
長
か
ら
の

提
案
に
つ
い
て
住
民
の
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
是
々
非
々
の

精
神
を
貫
く
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
な
り
に
微
力
な
が
ら
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

篠
栗
町
議
会
議
長
　
荒
牧……

泰
範

　

５
月
10
日
、
町
議
会
選
挙
後
初
め
て
の
臨
時
会
（
初
議
会
）

が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
顔
ぶ
れ
（
役
職
な
ど
）
を
紹
介
し
ま
す
。

新体制新体制のの議会議会ががスタートスタート

副議長　古屋  宏治 議　長　荒牧  泰範
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議 会 の し 顔 れ新 い ぶ

須恵町外ニヶ町清掃施設組合…… 議員
福岡県介護保険広域連合議会…… 議員
粕屋南部消防組合議会………… 議員

議長
荒牧  泰範
無所属８期

議会運営委員会…………………… 委員
文教厚生常任委員会…………… 委員
都市計画審議会…………………… 委員

監査委員
今長谷武和
無所属４期

議会運営委員会…………………… 委員
文教厚生常任委員会…………… 委員
須恵町外ニヶ町清掃施設組合
　　　　　　　…………………… 議員

副議長
古屋  宏治
無所属３期

議会運営委員会………………… 委員長
総務建設常任委員会…………… 委員
議会広報広聴委員会…………… 委員
都市計画審議会…………………… 委員
観光審議会……………………… 委員
須恵町外ニヶ町清掃施設組合
　　　　　　　………………… 副議長

村瀨敬太郎
無所属４期

議会運営委員会…………………… 委員
議会広報広聴委員会………… 委員長
総務建設常任委員会…………… 委員
都市計画審議会…………………… 委員

品川  静
無所属２期

議会運営委員会……………… 副委員長
文教厚生常任委員会………… 委員長
議会広報広聴委員会…………… 委員
都市計画審議会…………………… 委員
篠栗町総合戦略審議会………… 委員

栗須  信治
無所属３期

議会運営委員会…………………… 委員
総務建設常任委員会………… 委員長
粕屋南部消防組合議会………… 議員
篠栗町総合戦略審議会………… 委員

横山  和輝
無所属２期

文教厚生常任委員会…………… 委員
民生委員推薦会…………………… 委員

門馬  良
無所属１期

文教厚生常任委員会……… 副委員長
議会広報広聴委員会…………… 委員
北筑昇華苑組合議会…………… 議員

太郎良  瞳
無所属１期

文教厚生常任委員会…………… 委員
議会広報広聴委員会…………… 委員
民生委員推薦会…………………… 委員

吉本  文枝
公明党１期

総務建設常任委員会…………… 委員

崎山  佐穂
無所属１期

総務建設常任委員会……… 副委員長
議会広報広聴委員会……… 副委員長
観光審議会……………………… 委員

浦野  雅幸
立憲民主党１期
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６月定例会

６月定例会６月定例会
　

６
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
の
９
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
務
建
設
・
文
教
厚
生
両
常
任
委
員
会
、

予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
町
長
提
出
の

条
例
案
や
補
正
予
算
、
専
決
処
分
な
ど
計
10

議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
人
事

案
件
12
件
、
発
議
案
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
に
て
、
町
長
提

出
の
22
議
案
と
発
議
案
１
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を
８
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

条
　
　
例

地
区
計
画
に
和
田
地
区
を
追
加

篠
栗
町
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て…

（
議
案
第
46
号
）

　

和
田
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

用
途
、
構
造
及
び
敷
地
に
関
す
る
制
限
規
定
等
を
本
条

例
に
追
加
し
、
地
区
計
画
の
目
標
に
即
し
た
適
正
か
つ

合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
り
、
健
全
か
つ
良
好
な
都
市

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

　
公
布
の
日
か
ら
施
行
。

人
　
　
事

農
業
委
員
会
委
員
を
推
薦

篠
栗
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
議
案
第
33
号
～
44
号
）

　
古
屋　
光

　
鷹
巢　
礼
子

　
松
尾　
義
明

　
八
尋　
勝
幸

　
三
代　
由
美
子

　
川
内　
行
雄

　
井
上　
勝
則

　
加
留
部　
恭
子

　
藤
木　
ま
ゆ
み

　
鷹
巢　
義
博

　
元
榮　
聡
子

　
城
戸　
一
寿

　

現
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
、
令
和
５
年
７
月
19

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
。

任
期　

　
令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で
。

発
　
　
議

特
別
委
員
会
を
設
置

自
然
環
境
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員

会
設
置
の
決
議…

（
発
議
第
４
号
）

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
適
正
に
保
全
し
、
町
民

の
健
全
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
総
合
的
な
環
境
対

策
に
関
し
調
査
す
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

の
推
進
な
ど
総
合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
し
て
調

査
す
る
た
め
。

　
委 

員 

長　
　
横
山　
和
輝

　
副
委
員
長　
　
浦
野　
雅
幸

専
　
　
決

子
育
て
世
帯
給
付
等
給
付
金
を
早
期
給
付

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〔
令
和
５
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
〕 

…

（
専
決
第
２
号
）

　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
低
所
得
ひ
と
り
親
世
帯
（
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
）、
低
所
得
の
世
帯
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
）
に
、
児
童
１
人
に
つ
き
一
律
５
万
円
を
給
付

し
た
も
の
の
予
算
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

農業委員に選ばれるのはどんな人？
　農業に関する識見を有し、農地等の
利用の最適化の推進に関する事項そ
の他の農業委員会の所掌に属する事
項に関してその職務を適切に行うこ
とができる人

全員賛成同意

全員賛成可決

全員賛成可決
全員賛成承認
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６月定例会

そ
の
他

篠
栗
中
学
校

食
器
洗
浄
シ
ス
テ
ム
を
更
新

財
産
の
取
得
に
つ
い
て…

（
議
案
第
47
号
）

　

既
存
の
食
器
洗
浄
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
14
年
か
ら
使

用
さ
れ
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
り
不
具
合
が
発
生
す

る
こ
と
や
修
理
部
品
が
生
産
中
止
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
機
器
の
更
新
を
行
う
も
の
。

　
取
得
財
産　
食
器
洗
浄
シ
ス
テ
ム
１
台

　
契
約
先　

…

株
式
会
社　
中
西
製
作
所　
九
州
支
店

　
契
約
金
額　
１
４
１
９
万
円

　
契
約
方
法　
一
般
競
争
入
札

　
納　
　
期　
令
和
５
年
８
月
25
日

問　

…

耐
用
年
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

…

お
お
む
ね
15
年
。

問　

…

入
札
業
者
は
何
社
か
。
落
札
率
は
。

答　

…

応
札
業
者
は
２
社
、
落
札
率
は
94
・
51
％
。

問　

…

配
送
搬
入
・
入
れ
替
え
工
事
等
の
費
用
は
。

答　

…

す
べ
て
込
み
の
契
約
。

買
戻
し
特
約
登
記
を
解
除

権
利
の
放
棄　
（
議
案
第
48
号
）

　

こ
の
議
案
は
、
北
地
区
産
業
団
地
に
進
出
し

た
株
式
会
社
や
ま
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

か
ら
、
更
な
る
事
業
展
開
の
た
め
、
当
該
会
社

所
有
の
土
地
に
か
か
る
篠
栗
町
の
買
戻
し
特
約

登
記
の
解
除
を
求
め
る
申
し
出
を
受
け
、

・…

売
買
代
金
を
完
納
し
、
土
地
使
用
を
開
始

し
て
い
る
。

・…

社
屋
工
場
が
竣
工
し
、操
業
に
至
っ
て
い
る
。

・…

本
社
機
能
の
移
転
を
完
了
し
て
い
る
。

な
ど
、
現
状
を
勘
案
し
た
結
果
、
当
該
登
記
設
定

時
の
目
的
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

解
除
の
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

問　
…

売
買
も
完
了
し
、
契
約
約
款
13
条
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
計
画
で

食
品
関
係
の
企
業
し
か
立
地
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
10
年
を
待
た
ず
、
条

件
を
満
た
し
た
時
点
で
解
除
し
て
も
町
に

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

…

こ
の
北
地
区
産
業
団
地
を
通
し
て
、
町
づ

く
り
を
行
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、「
10

年
位
は
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
趣
旨
で
期
間
設
定
を
行
っ
た
。

問　

…

登
記
上
の
買
戻
し
特
約
登
記
の
解
除
後
、
他

の
契
約
条
項
は
残
る
と
の
こ
と
だ
が
、
確
約

な
り
、覚
書
を
取
る
こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

答　

…

議
会
後
に
締
結
す
る
予
定
。

　要望書には、新たな事業を行うためにはこの
条項がある限り、複数の銀行からなるシンジ
ケート融資が受けられないとの説明である。
　新しい事業についての詳細な説明はなく、こ
のような重要な事柄を執行部は口頭で説明を
受けただけとのことである。
　契約書の内容を変更することは、十分な説明
資料をそろえなければならないことは常識で
ある。
　詳細な説明がないままでは充分な議論はで
きず、賛成できないとの結論に至り反対する。

反対討論　　浦野　雅幸 議員

　この企業は、既に売買代金を完納し、契約の
条件をすべて満たしており、条件が満たされた
時点で買戻し特約登記を解除しても不都合は
なかったと思われる。
　また、この地区は、都市計画法第12条の４に
よる地区計画の規定で、土地の所有権が移転さ
れても食品関連の工場等にしか使用できない
ことから、土地売買契約が成立した時点で、篠
栗町の所期の目的は達成されていた事になる。
　以上のことから、この議案を勘案するとき、
一定以上の条件を満たしており、町づくりの
パートナーとして進出してきた企業の更なる
成長を応援することで、わが町にも大きなメ
リットがあると考える。

賛成討論　　村瀨敬太郎 議員

全員賛成可決

賛成多数可決
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補正予算

利益享受を機会均等という観点からすると、携帯電話をもってい
ない方、キャッシュレス決済が出来ない方が享受できないが。

問

新型コロナウイルス感染対策の地方創生臨時交付金という趣旨か
ら、経済を活性化するためには、一定の効果はあると判断した。今
回の使い道としては、事業者に対する還元と最終的に利用する人双
方が利益になるということで事業提案している。別途、新たな形で、
均等に利益を享受できるような方策は考えていかねばならない。

答

付与上限が前回の半分になっているが、なぜか。問
前回の公募では、１事業者だったが、今回は複数事業者が対象とな
ることを想定して、１事業者あたりの上限を5,000ポイントに設
定し、組み合わせで上限が上乗せできるようなことを考えている。

答

この事業によって商工会のプレミアム商品券はなくなるのか。問

９月から実施予定と聞いている。答

R5年度当初予算案

対象年齢 祝金（円） 人数 祝金額×人数

88歳 10,000 137 1,370,000

100歳 100,000 6 600,000

計 1,970,000

６月補正を加えた支給予定額

対象年齢 祝金（円） 人数 祝金額×人数

77歳

10,000

340 3,400,000

88歳 137 1,370,000

99歳～ 32 320,000

100歳 100,000 6 600,000

計 5,690,000

＜付帯決議一部抜粋＞
　今回の削減については早急な方針表明であり、当事者に対する説明など不十分である。つい
ては、本年度同様の規模での継続もしくは代替施策を補正予算で計上し、住民への縮小理由の
丁寧な説明を要望する。

＜対応方針＞
　令和５年度については４年度同様の敬老祝金を支給。対象年齢の縮小については次年度以降
の高齢者支援・介護予防事業と併せて提案したい。

●附帯決議の経過報告（敬老祝金事業予算縮小）
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補正予算

補 正 予 算
各会計補正予算（議案第49号～53号）
会計別の補正予算額は下記のとおり。 （万円未満四捨五入）

会　　　計 補　正　額 補正後予算額

一般会計 ２億７８２２万円 １１４億２００７万円

国民健康保険特別会計 △５３４万円 ２７億８０７１万円

後期高齢者医療特別会計 ３５万円 ４億８６１３万円

下水道事業会計 収益的支出 △８万円 ８億８５２７万円

水道事業会計 収益的支出 △１１万円 ５億５０６９万円

全員賛成可決

●主な事業
【福祉課】
・敬老祝金　（※詳細は前のページ下部）
・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付事業

【学校教育課】
・通級指導教室増による消耗品や備品購入

【こども育成課】
・こども計画策定業務委託料
・子ども家庭総合支援拠点における相談業務委託料

【健康課】
・オアシス篠栗の施設運営に伴う電力・ガス料金高騰に対する燃料費高騰支援補助金
・新型コロナウイルスワクチン接種事業費

【産業観光課】
・キャッシュレス決済ポイント還元事業
　（エネルギー及び食料品価格等の物価高騰の影響を受けた消費者・事業者を支援）

　商工業の振興に資する、6,600万円（財源は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金）の予算計上があったキャッシュレス決済ポイント還元事業に関する質疑応答は以下のと
おり。

前回のキャッシュレス決済ポイント還元業務時に開催さ
れた講習会の改善は。

問

個別相談窓口の設置、コールセンターによる問い合わせ対
応などを含めて、高齢者にも心配を払拭できるような講習
会の開催をしっかりやっていきたい。

答

いきいきサロンなどに出向いて講習するなど、高齢者に
対してもっと優しい仕組みは。

問

出張型講習も前向きに検討したい。答

7 ささぐり議会だより No.216



議決結果一覧表

議 決 結 果 一 覧 表
議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

５　
月　
臨　
時　
会

選挙案１号 篠栗町議会議長の選挙について 投　票　荒 牧　泰 範
選挙案２号 篠栗町議会副議長の選挙について 投　票　古 屋　宏 治
選任案１号 篠栗町議会常任委員会委員の選任について

選任・選挙
内容については

P3のとおり

選任案２号 篠栗町議会運営委員会委員の選任について
選任案３号 篠栗町議会広報公聴委員会委員の選任について
選挙案３号 粕屋南部消防組合議会議員の選挙について
選挙案４号 須恵町外二ケ町清掃施設組合議会議員の選挙について
選挙案５号 北筑昇華苑組合議会議員の選挙について 指名推選　太 郎 良　瞳
選挙案６号 福岡県介護保険広域連合議会議員の選挙について 指名推選　荒 牧　泰 範

30 専決処分の承認を求めることについて（専決第１号）
〔篠栗町税条例の一部を改正する条例の制定について〕 全員賛成承認

31 監査委員の選任について 出席者全員賛成同意

６　
月　
定　
例　
会

32 専決処分の承認を求めることについて（専決第２号）
〔令和５年度篠栗町一般会計補正予算（第１号）について〕 全員賛成承認

33 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
34 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
35 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
36 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
37 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
38 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
39 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
40 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
41 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
42 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
43 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
44 農業委員会委員の任命について 全員賛成同意
45 篠栗町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

46 篠栗町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

47 財産の取得について 全員賛成原案可決

48 権利の放棄について 賛成多数原案可決
（可９：否２ 横山・浦野）

49 令和５年度篠栗町一般会計補正予算（第２号）について 全員賛成原案可決

50 令和５年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）について 全員賛成原案可決

51 令和５年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）について 全員賛成原案可決

52 令和５年度篠栗町水道事業会計補正予算（第１号）について 全員賛成原案可決

53 令和５年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算
（第１号）について 全員賛成原案可決

発議第４号 篠栗町自然環境・新エネルギー対策特別委員会の設置に関する決議 全員賛成原案可決
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　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政
策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。
　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。
　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。
議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・
各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

６
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

１．浦野　雅幸　議員………………………………………… 10
　　・池の端区の強風被害の実態把握と今後の対応は
　　・投票率向上に向けた町の取り組みは

２．横山　和輝　議員………………………………………… 11
　　・北勢門幼稚園跡地にこども園を誘致すべきでは
　　・…産業団地の負債を上水道で穴埋め出来るのか

３．太郎良　瞳　議員………………………………………… 12
　　・小中学校における教員不足の対応は

４．崎山　佐穂　議員………………………………………… 13
　　・…格差によらない教育機会均等と篠栗町独自の…

教育フレームワークは

５．吉本　文枝　議員………………………………………… 14
　　・男性用トイレにサニタリーボックス設置を

６．門馬　　良　議員………………………………………… 15
　　・災害時の情報発信にコミュニティラジオの開局を
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投
票
率
向
上
に
向
け
た
町
の
取
り
組
み
は

町
長
「
よ
り
よ
い
施
策
を
検
討
し
て
い
く
」

浦野 雅幸

問
　
選
挙
戦
を
通
し
て
、
地
域
の
課
題

や
住
民
の
方
の
困
り
ご
と
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　
中
で
も
池
の
端
区
の
方
か
ら
、
強

風
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
が
繰
り
返
さ

れ
多
額
の
修
繕
費
を
要
し
て
き
た
こ

と
や
、
台
風
時
に
は
ホ
テ
ル
へ
の
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
北
地
区
産
業
団
地
の
開
発
が
進
ん

で
い
た
、
平
成
28
年
頃
か
ら
風
向
き

が
変
わ
り
、
平
成
30
年
か
ら
は
毎
年

強
風
に
よ
る
被
害
が
出
始
め
た
と
証

言
さ
れ
て
い
る
。

　
当
地
で
の
強
風
被
害
を
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
た
の
か
。ま
た
、

町
民
の
生
命
・
財
産
に
か
か
る
重
大

な
問
題
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
と
今

後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

答
【
町
長
】

　
５
月
23
日
に
担
当
課
が
、
現
地
に

て
区
長
と
住
民
の
方
々
か
ら
被
害
状

況
の
聞
き
取
り
を
実
施
。
ま
た
、
防

風
柵
等
を
行
っ
て
い
る
業
者
と
現
地

確
認
を
行
い
、
可
能
な
対
応
策
や
概

算
費
用
計
算
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
な
お
、
対
策
等
も
多
様
な

た
め
、
適
宜
、
区
の
方
々
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
北
地
区
産
業
団
地
の
開
発
と
強
風

被
害
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
町
の
見

解
を
問
う
。

　
ま
た
、
開
発
の
前
後
で
近
隣
住
民

に
対
す
る
説
明
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
十

分
に
行
わ
れ
た
の
か
。

答
【
町
長
】

　
平
成
29
年
８
月
29
日
、
ク
リ
エ
イ

ト
篠
栗
に
て
住
民
説
明
会
を
実
施
。

平
成
30
年
４
月
26
日
、
地
元
の
方
と

施
工
業
者
の
協
議
に
お
い
て
、
近
隣

住
民
よ
り「
風
が
強
く
な
る
の
で
は
」

と
の
懸
念
の
声
が
あ
っ
た
。

　
池
の
端
区
長
よ
り
防
風
壁
等
設
置

の
要
望
も
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
被
害

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
何
ら
か
の
対
策

を
考
え
る
。

問
　
今
、
把
握
し
て
い
る
以
外
に
も
被

害
に
遭
っ
て
い
る
住
民
が
い
な
い
の

か
。
町
が
主
体
的
に
調
査
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
【
町
長
】

　
今
後
も
人
が
集
う
場
所
と
し
て
整

備
を
行
っ
て
い
く
が
、
変
貌
進
化
の

過
程
で
あ
り
い
ろ
ん
な
課
題
が
発
生

す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
課

題
や
近
隣
課
題
も
含
め
て
継
続
的
な

地
元
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
適
宜
、

対
処
す
る
。

　
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
っ
き
り
回
答
で
き
な
い
が
、
要

望
書
が
出
て
い
る
こ
と
や
懸
念
の
声

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。　

要
望

　
こ
の
事
案
に
対
す
る
今
後
の
対
応

は
、
町
の
姿
勢
を
問
わ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

池の端区の強風被害の 
実態把握と今後の対応は
町長「 区の方々と協議のうえ、 

適宜対処したい」
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北勢門幼稚園跡地に
こども園を誘致すべきでは
教育長「 学童保育の待機解消が必要」

問
　
令
和
４
年
度
末
を
も
っ
て
北
勢
門

幼
稚
園
が
廃
園
と
な
っ
た
が
、
そ
の

後
の
対
応
が
な
い
。
大
手
の
こ
ど
も

園
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
篠
栗
幼
稚
園
と
同

様
に
民
間
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
の

が
得
策
だ
と
思
う
が
。

答
【
教
育
長
】

　
核
家
族
化
が
進
み
、
保
育
所
及
び

学
童
保
育
の
需
要
が
増
加
し
て
い

る
。
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
の
保

育
所
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
だ
が
、
学

童
保
育
は
、
50
人
の
待
機
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
学

童
保
育
の
待
機
児
童
解
消
に
力
を
入

れ
る
必
要
が
あ
る
。

問
　

篠
栗
校
区
は
幼
稚
園
を
民
営
化

し
、
北
勢
門
校
区
は
移
行
し
な
い
と

す
る
と
各
校
区
が
差
別
化
さ
れ
て
し

ま
う
。
行
政
の
公
平
性
を
も
っ
て
す

れ
ば
、
ま
ず
は
公
募
を
行
い
、
誰
も

手
を
挙
げ
な
か
っ
た
後
に
別
の
考
え

を
す
る
べ
き
で
は
。

答
【
教
育
長
】

　
現
状
、
小
学
校
の
１
年
生
２
年
生
の

子
ど
も
た
ち
は
親
が
迎
え
に
来
る
ま
で

放
置
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
安
心
安
全

な
状
況
で
保
護
者
に
渡
す
状
況
を
つ
く

る
こ
と
を
優
先
し
て
考
え
て
い
る
。

問
　
近
隣
に
は
、
す
ぎ
の
こ
児
童
館
が

あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
民
間

委
託
し
た
ば
か
り
だ
が
、
そ
こ
を
充

実
さ
せ
る
の
が
先
で
は
。

答
【
教
育
長
】

　
面
積
に
対
し
て
、
学
童
の
受
け
入
れ

人
数
が
決
ま
っ
て
い
る
。
児
童
館
の
敷

地
を
増
や
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

問
　
敷
地
が
足
り
な
け
れ
ば
、
跡
地
を

貸
し
出
せ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

外
部
の
学
童
施
設
に
こ
だ
わ
る
特
別

な
理
由
は
何
か
。

答
【
教
育
長
】

　

あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

１
２
２
名
の
児
童
の
う
ち
80
名
が
、

あ
す
な
ろ
保
育
園
の
園
舎
を
利
用
で

き
て
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
最

も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、
改
修
工
事

や
諸
経
費
を
調
査
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

問
　
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業

が
20
億
円
以
上
の
赤
字
を
計
上
し
た

こ
と
が
、
町
民
の
方
に
知
れ
渡
っ
て

き
て
い
る
が
、
中
に
は
進
出
企
業
が

使
用
す
る
水
道
料
金
で
返
済
で
き
る

と
聞
い
た
と
話
さ
れ
る
方
も
い
る
。

純
益
は
発
生
す
る
と
思
う
が
、
水
道

会
計
は
企
業
会
計
で
あ
っ
て
、
利
益

を
一
般
会
計
の
損
失
補
填
に
使
用
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思
う
が
。

答
【
上
下
水
道
課
長
】

　
水
道
の
企
業
会
計
は
、
一
般
会
計

と
は
切
り
離
さ
れ
、
独
立
採
算
制
を

採
用
し
て
お
り
、
利
益
を
一
般
会
計

の
損
失
補
填
に
使
う
こ
と
は
な
い
。

横山 和輝

産
業
団
地
の
負
債
を

上
水
道
で
穴
埋
め
出
来
る
の
か

上
下
水
道
課
長「
損
失
補
填
に
使
う
こ
と
は
な
い
」
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太郎良 瞳

問
　
文
部
科
学
省
が
２
０
２
２
年
１
月

に
発
表
し
た
福
岡
県
の
教
員
不
足
数

が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
公
立
小
学
校
69
人
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
２
位
、
中
学
校
は
59
人
で
最
多

だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
教
育
に
影
響
が
出
て
い

る
実
態
が
浮
か
び
、
保
護
者
も
教
員

不
足
を
不
安
視
し
て
き
て
い
る
。

　

教
員
不
足
の
学
校
で
は
、
本
来
、

担
任
を
持
た
な
い
教
員
に
担
任
を
持

た
せ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
教
員
不
足
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に

満
足
な
学
習
環
境
が
提
供
さ
れ
な
い

事
態
と
な
り
、授
業
の
質
の
低
下
や
、

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
が
減
る

と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
授
業
で

分
か
ら
な
い
点
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、
学

習
状
況
を
確
認
し
た
り
す
る
時
間
が

取
れ
な
い
う
え
に
、
い
じ
め
や
不
登

校
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
満
足
に
対

応
で
き
な
い
恐
れ
も
出
て
く
る
と
思

う
。

　
我
が
町
の
現
在
の
教
員
の
配
置
状

況
を
尋
ね
る
。

答
【
教
育
長
】

　
定
員
に
対
し
て
小
学
校
３
名
、
中

学
校
４
名
の
不
足
だ
が
、
学
級
担
任

の
不
足
や
必
要
な
授
業
を
行
え
な

い
、
ま
た
は
授
業
時
間
を
確
保
で
き

な
い
状
況
で
は
な
い
。

問
　
教
員
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

答
【
教
育
長
】

　
県
教
育
委
員
会
に
定
数
を
満
た
す

教
員
の
任
用
希
望
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
困
難
な
状
況
も

続
い
て
い
る
た
め
、
非
常
勤
講
師
を

要
望
す
る
事
で
、
教
員
不
足
を
軽
減

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任

用
、
包
括
業
務
委
託
に
よ
り
、
業
務

負
担
の
軽
減
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
支
援

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問
　
産
休
、
育
休
で
今
後
、
休
業
す
る

教
員
の
配
置
は
考
え
て
い
る
か
。

答
【
教
育
長
】

　
時
期
が
想
定
で
き
る
た
め
、
定
数

の
配
置
等
を
お
願
い
し
、
十
分
対
応

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。

要
望

児
童
生
徒
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
教
員
が
し
っ
か
り
生
徒

に
向
き
合
え
る
よ
う
町
の
支
援
を
期

待
す
る
。

小中学校における教員不足の対応は
教育長「 非常勤職員等により軽減している」
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崎山 佐穂

格差によらない教育機会均等と 
篠栗町独自の教育フレームワークは
教育長「 篠栗独自の共育（ともいく）に

力を入れていく」

問
　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
予
測
困
難

で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
を
生
き
抜
く

た
め
に
は
、
イ※
１

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
や

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
受
験

や
就
職
に
お
い
て
も
英
検
等
の
資
格

取
得
が
必
須
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ

う
い
う
観
点
か
ら
以
下
の
点
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
篠
栗
小
学
校
で
英
語
教
科
の
研
究

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
勢
門
小
学
校

出
身
者
と
の
間
に
英
語
力
の
違
い
は

あ
る
の
か
。

答
【
教
育
長
】

　
中
学
校
英
語
教
育
の
成
果
は
出
身

学
校
に
分
け
て
分
析
は
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
外
国
語
教
育
研
修
会

に
て
新
入
生
は
話
す
こ
と
が
大
変
好

き
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

小
学
校
で
「
話
す
・
聞
く
活
動
」

が
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、「
書
く
活

動
」
と
段
階
的
な
学
習
の
成
果
だ
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｔ
Ｅ
（
日

本
人
英
語
指
導
者
）
を
全
小
学
校
に

配
置
し
、
各
小
学
校
の
児
童
に
対
し

て
も
等
し
く
目
標
と
す
る
外
国
語
の

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

問
　

分
析
は
し
て
な
い
と
の
答
弁
だ

が
、
比
較
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
い

と
い
う
こ
と
か
。…

答
【
教
育
長
】

　
篠
栗
小
学
校
の
研
究
は
、
他
校
の

小
学
校
に
も
還
元
し
、
参
考
に
し
な

が
ら
英
語
学
習
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
比
較
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

問
　
国
は
、
50
％
の
中
学
生
に
英
検
３

級
相
当
の
英
語
力
を
目
標
に
し
て
お

り
、
全
国
平
均
は
目
標
値
ま
で
あ
と

一
歩
だ
が
、
昨
年
の
結
果
で
は
地
域

差
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
両
中
学

校
の
実
態
は
。…

答
【
教
育
長
】

　
昨
年
度
、
中
学
３
年
生
を
対
象
と

し
た
「
福
岡
県
中
学
生
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ

テ
ス
ト
」
は
、
英
検
と
共
通
の
評
価

基
準
と
さ
れ
る
も
の
で
、
英
検
３

級
以
上
の
英
語
力
を
持
つ
生
徒
は

51
・
３
％
で
あ
る
。

問
　
町
の
教
育
の
機
会
均
等
の
基
本
的

な
方
針
と
予
測
困
難
な
社
会
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
フ※
２

レ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
問
う
。…

答
【
教
育
長
】

　
今
年
度
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
学
び

の
主
人
公
、
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な

い
学
び
、通
称
「
共※
３

育
（
と
も
い
く
）」

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
師
が
教
え
込
む
学
習
か
ら
身
の
回

り
の
人
、
物
、
事
と
か
か
わ
り
な
が

ら
自
ら
解
決
す
る
学
習
の
転
換
で
あ

る
。

　
経
済
発
展
と
社
会
課
題
解
決
を
両

立
す
る
未
来
に
お
い
て
は
、
外
国
語

に
限
ら
ず
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
学
習
も
大
切
と
な
る
。
町
独

自
の
共
育
を
進
め
て
い
く
中
で
力
を

育
み
高
め
て
い
き
た
い
。…

とも いく

※１　…イノベーション…モノ、仕組み、サービス、
組織、ビジネスモデルなどに新たな考えや
技術を取り入れて新たな価値を生み出し、
社会に大きな改革をもたらす。

※２　…フレームワーク…仕組み、枠組み、体制。
※３　篠栗町がめざす子ども像
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吉本 文枝

　
「
が
ん
の
手
術
を
し
、尿
漏
れ
パ
ッ

ト
が
必
要
に
な
っ
た
。
庁
舎
内
に
汚

物
入
れ
が
設
置
で
き
な
い
か
。」
と

い
う
相
談
を
受
け
た
。

　
前
立
腺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
等
の
手

術
後
は
、
頻
尿
に
な
り
や
す
く
尿
漏

れ
パ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
多

い
。
相
談
さ
れ
た
以
外
に
も
お
困
り

の
方
が
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ

レ
に
は
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置

が
進
ん
で
い
な
い
。

問
　
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
の
個

室
数
は
。

答
【
町
長
】

　

庁
舎
内
９
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
９
、

ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
13
、
カ
ブ
ト
の
森

８
、
社
会
体
育
施
設
14
の
計
53
。

問
　
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
個

室
数
は
。

答
【
町
長
】

　
オ
ア
シ
ス
篠
栗
９
。

　
他
の
施
設
（
庁
舎
内
１
、
ク
リ
エ

イ
ト
篠
栗
４
、
カ
ブ
ト
の
森
４
）
で

は
、
代
替
措
置
と
し
て
多
目
的
ト
イ

レ
に
設
置
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
、
当
該
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
予
算
化
し
て
い

た
庁
舎
内
は
６
月
に
設
置
。
ク
リ
エ

イ
ト
篠
栗
も
順
次
設
置
す
る
。

　

カ
ブ
ト
の
森
と
社
会
体
育
施
設

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　

町
に
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
要
望
は
あ
る

か
。

答
【
町
長
】

　
直
接
に
は
な
い
。

問
　

男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
が

ん
患
者
の
治
療
と
社
会
参
加
の
両
立

を
応
援
し
、
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

取
り
組
み
に
も
繋
が
る
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

答
【
町
長
】

　
前
立
腺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
等
の
手

術
後
の
尿
漏
れ
以
外
に
も
加
齢
に
よ

る
も
の
や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で

生
理
が
あ
る
方
な
ど
、
様
々
な
要
因

で
、
男
性
用
個
室
に
お
い
て
尿
漏
れ

パ
ッ
ト
や
ナ
プ
キ
ン
を
使
用
さ
れ

る
場
合
が
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
高
齢
者
や
疾
患
を
持
つ
方
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
な

ど
を
使
用
し
て
い
る
方
が
処
理
に
困

る
こ
と
な
く
、
ど
こ
で
も
快
適
に
ト

イ
レ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
今
後
も

取
り
組
む
。

問
　
設
置
の
際
に
は
表
示
も
必
要
に
な

る
が
。

答
【
町
長
】

　
表
示
に
つ
い
て
は
統
一
し
た
も
の

を
作
る
。

問
　
商
工
会
等
に
も
男
性
用
ト
イ
レ
に

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
声
か

け
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
【
町
長
】

　
民
間
施
設
や
商
業
施
設
の
設
置
も

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

男性用トイレに
サニタリーボックス設置を
町長「統一表示を作り設置を進めていく」

庁舎内のトイレドアの設置表示

庁舎内のサニタリーボックス
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門馬 良

災害時の情報発信に 
コミュニティラジオの開局を
町長「的確な情報発信を考えていきたい」

問
　
自
然
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て
「
役
立
っ
て

い
る
」
と
の
声
の
一
方
で
「
よ
く
聞

き
取
れ
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

町
民
の
声
が
あ
る
。
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

答
【
町
長
】

　

防
災
行
政
無
線
は
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
が
、
周
辺
の
建
物
に
よ
る
も

の
や
、
そ
の
時
の
気
象
条
件
な
ど
が
原

因
で
良
好
に
聴
取
で
き
な
い
事
が
あ

る
。
ま
た
、
放
送
が
う
る
さ
い
、
音
を

小
さ
く
と
の
ご
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
各
地
域
の
区
長
の
要
望
に
よ

り
、
可
能
な
範
囲
で
対
応
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
お
お
む
ね
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
認
識
す
る
。

問
　
令
和
４
年
度
の
防
災
無
線
の
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ⓓ

ボ
タ
ン
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
の
町
民

が
、
情
報
を
入
手
し
て
い
る
の
か
使

用
頻
度
を
問
う
。

答
【
町
長
】

　

防
災
行
政
無
線
の
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
が
年
間
約
３
８
０
件
の
ご

利
用
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
友
達
数

９
９
６
２
人
、
災
害
関
連
情
報
発
信

は
７
回
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
１
２
５
０
人
で
、
災

害
情
報
発
信
７
回
、
ⓓ
ボ
タ
ン
の
災

害
情
報
発
信
は
５
回
行
っ
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
を
利
用
で
き
な
い
方
、
音

声
情
報
取
得
が
難
し
い
方
へ
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
緊
急
情
報
を
発
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま
っ
て
い
る
。

併
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式…

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
文
字
情
報
を
配
信
し
て

い
る
。

問
　

災
害
時
の
情
報
伝
達
を
一
義
と

し
、
生
活
、
観
光
、
行
政
、
報
道
、

娯
楽
な
ど
町
の
情
報
が
迅
速
に
伝
え

ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
が
篠

栗
に
必
要
だ
と
思
う
が
、
認
識
を
問

う
。

答
【
町
長
】

　
昨
年
改
定
し
た
、
地
域
防
災
計
画

の
情
報
収
集
伝
達
体
制
の
整
備
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
等
情
報
通

信
業
者
と
の
協
定
を
通
じ
、
避
難
情

報
等
の
速
達
・
確
達
の
体
制
を
検
討

す
る
」
と
記
載
し
て
い
る
。
現
在
、

篠
栗
町
を
エ
リ
ア
に
含
む
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ラ
ジ
オ
は
開
局
さ
れ
て
い
な
い

状
況
だ
が
、
今
後
開
局
さ
れ
た
ら
協

定
の
締
結
な
ど
を
含
め
検
討
し
て
い

く
。

問
　
山
間
と
平
地
で
起
き
て
い
る
こ
と

は
違
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
る

す
べ
て
の
方
々
が
で
き
る
だ
け
早
く

共
有
で
き
る
情
報
発
信
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ラ
ジ
オ
で
あ
る
。
今
後
も
議
題

に
し
て
い
く
が
。

答
【
町
長
】

　

話
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
含

め
、
一
番
適
切
な
災
害
時
の
迅
速
で

的
確
な
情
報
発
信
を
し
っ
か
り
考
え

て
い
き
た
い
。

15 ささぐり議会だより No.216

一般質問



令和５年８月１日発行
発行／篠栗町議会　福岡県糟屋郡篠栗町中央一丁目１番１号　TEL092-947-1390　FAX092-947-1442

発行責任者　議長　荒牧 泰範　　議会広報広聴委員会　委員長　品川 静／副委員長　浦野 雅幸
　　　　　　　　　　　　　　　 委員　栗須 信治・村瀨 敬太郎・太郎良 瞳・吉本 文枝

印刷／㈱三光

　

人
の
欲
望
は
七
欲
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

食
欲
、
金
銭
欲
、
物
欲
、
色
欲
、

権
力
欲
、
名
誉
欲
、
睡
眠
欲
で
す
。

　

こ
の
欲
を
満
た
す
た
め
に
、
無

理
を
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
七
欲
を

満
た
す
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
な

も
の
が
、
健
康
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

大
病
か
ら
生
還
し
た
人
が
「
健

康
が
重
要
」
で
は
な
く
、「
健
康
が

す
べ
て
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
を
損
な
わ
な
い
よ
う
日
々
、

心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

…

栗
須　
信
治

旬し
ゅ
ん

花か

衆し
ゅ
う

灯と
う

９
月
議
会
は

９
／
４
月 

開
会

９
／
６
水 

一
般
質
問

の
予
定
で
す

の
予
定
で
す

　
録
画
中
継
の
確
認
を
行
う
た
め

　
録
画
中
継
の
確
認
を
行
う
た
め

ラ
イ
ブ
配
信
を
中
止
し
ま
す
。

ラ
イ
ブ
配
信
を
中
止
し
ま
す
。

　
確
認
後
、速
や
か
に
録
画
配
信

　
確
認
後
、速
や
か
に
録
画
配
信

を
行
い
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

私たちが私たちが
議会の“今”を伝えます。議会の“今”を伝えます。

　今回で216号を迎える議会だよりが、新しい広報広聴委員会のメンバーでつくる 
初めての議会だよりとなりました。
　これから４年間、より親しみやすく、わかりやすい広報づくりを目指していきます。
　よろしくお願いします。


